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たに生じる音楽的意味をも解析することを可能にしている o また， ここで導き出された演奏表現法は，人間に理解し
やすい形で提供されており，音楽分析や教育の分野においても利用可能であることを実証している O
後者の即興演奏システムでは，演奏者の演奏を音響信号として取り込み，和音やリズム，反復構造など楽曲の基礎
となる情報を抽出し，それを利用して即興的な演奏を実現している D ここで提案した音響信号解析手法は，周波数帯
域を細分化することによって分解能を高めた周波数解析，楽器音に含まれる倍音を利用し基本周波数をエンハンスす
る技術，そして複合音の中から和音の根音と五度音を正確に認識する音楽知識を組み合わせることにより， ピアノや
ギターといった楽器の音響信号から，高い認識率で和音名を，実時間で認識できることを示しており，貢献度の高い
ものといえる。また，相関係数を利用した反復単位の認識においては，認識に必要となる繰り返しの回数を低減して
いる。さらに，即興的な演奏生成に適した形で入力演奏情報を圧縮するためのミュージカルジェスチャーという概念
を提案している。
以上のように本論文は，音楽解釈に基づいた，自動演奏の新規な方法を提案し1 音楽工学に対して大きな貢献を与
えるものであり，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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